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「楽器を楽しむ日」とは？
1970年に全国楽器協会により制定された｢6月6日は楽器の日｣にちなんで、
中部楽器協会(中部地区の音楽や楽器に関わる企業が集い、様々な企画を
連携して実施する協会)が2013年より独自に開催している、楽器･音楽ファ
ンに向けた参加型イベント。メインステージや軽音ステージ、企業のブー
スがあり、｢見て聴いて触って｣を体感できます。
本校も長年携わっていますよ。

軽音ステージは、高校生の
エネルギッシュなライブ！
メインステージは、中高生
やJABBERLOOPさんの迫力
ある演奏！ホワイエは、
様々な企業がブースを出展！
1日音楽･楽器に楽しむこと
が出来ました！



管楽器リペア科では

舞台の転換では、集中力と臨機応変に動く力
が求められるので、リペア技術以外で自分の
引き出しが増えました！

まとめ

「イベントやステージを行うには、たくさんの仕事がある
こと」「言われた通りに動くだけでは不十分であること」
など学び、現場で働くには、主体性や柔軟な対応力が必要
だと分かりました。

本校では、楽器の技術はもちろん、社会人に必要な考え方
や働き方なども学ぶことができます。また、沢山の学科が
あり交流も多く、業界についてさまざまな角度から見るこ
とができます。

本校もブースを出展し、学生の経験の場になり、業界で活
躍する先輩方からもアドバイスを頂き、現場の声も聞くこ
とができました。

音楽サービス創造では

ピアノ調律科では ギタークラフトコースでは

企業（楽器店）ブースに入り、接客のスキル
やギターメンテナンスの技術を磨きました！

業界を支える仕事

アンケートブースの手
伝いや抽選会の準備か
ら、顧客ニーズや流行
を体感し、段取りも学
びました！

楽屋の管理を通して、
ホールでの仕事も学び、
楽器技術以外の経験を
積むこともできました！

インターン実習で体験！

インターンに参加した学生たち


